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私の専門は生物統計学（Biostatistics）です。とりわけ、人を対象とした臨床研究の計画と解析について研究しています。以下では、予測医療（predictive 

medicine）の開発に向けた最近の研究活動について紹介します。

予測医療は、治療後のアウトカム（結果）を事前に予測することで治療の個別化をめざすものです。予測医療の開発は近年始まったばかりです。しかし、

特にがん領域では成功例の報告が近年増加傾向にあり、10年、20年後には臨床試験のやり方はいまよりも大きく変わっていることでしょう。つまり、臨床

試験のパラダイムシフトが起こりつつあります。このような動きの中で生物統計家には大きな貢献が期待されています（貢献しなければなりません）。

生物統計との関わりでは、予測医療に向けて、いかに臨床試験をデザインし、解析するか、そのための統計的方法論・方法を開発し、整備することが喫

緊の課題です。しかし、これを行うには、予測医療の開発を統計的にどう捉えるか、その枠組みがまず必要です。これがなければ、デザインや解析の方法

論・方法を適切に位置づけ、評価することができません。以下は、その検討の中でこれまでにまとめた私流のとらえ方の一部です（注：今後も事例の集積

等によって変わる可能性があります（現時点での一つのとらえ方））。なお、統計的には治療に対する反応の個体差は「交互作用」として捉えられます。

今後、予測医療の開発のための統計的検討を三つの

領域に分けて行うことにしました（以下のA01-A03）。

現在進行中の個別研究の一例は以下のスライドにあり

ますが、これはほんの一例で他にも多くあります。

方法論・方法の開発研究では、事例への適用での評価

が欠かせませんので、事例の集積や遺伝子発現の実デ

ータのデータベース作製なども同時に行っています。

現在、国内外の研究者に参加を呼びかけ、強力な研究

体制を構築しつつあります。今後は、統計数理研究所

リスク解析戦略研究センターのプロジェクト研究として、

継続的に研究活動を行うことになります（最後のスライド）。


